
 “ ボランティア ”は大変で面倒なこ

とだと思っていましたが、参加して

みると、渡嘉敷の自然を通して多く

の仲間ができました。また、子供を

指導する立場から考え方や他人への

接し方など、自分自身が成長する良

い機会を頂きました。（沖国大・女性）平成２４年度からボラン

ティアに参加させていただ

き、小中学生の子供たちと

共に、マリンブルー体験や

キャンプ・野外炊飯などを

通じて、たくさんの感動を

共にいただきました。

 ( 社会人・男性 )

島ボラに参加しなかった

ら、職員の皆様、大切な

仲間に出会えていなかっ

ただろう。

（琉球大学・女性）

県内各大学等を中心に

多くの青少年が活動しています

青少年の主体的な活動の場を提供し

体験を通しての学びを支援します

各事業でボランティアの活躍の場を提供します。
運営補助や企画での参画など様々な活動・関わりができます。

（平成24年度登録者数56名）

■上記以外でも教育事業や研修支援事業など様々な活動でボランティアを募集します。

■ボランティアとして登録することで、全国 27 カ所の国立青少年教育施設での活動も可能となります。

ボランティアとしての活動の機会は ...

ボランティアの負担を軽減するために次ぎの費用を支給します。
県内移動交通費、那覇・渡嘉敷間の乗船券代、食費、シーツ代等。

下記は年間行事の予定です。

負担軽減措置について


